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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第37期

第３四半期連結
累計期間

第38期
第３四半期連結
累計期間

第37期

会計期間

自 2018年
３月１日
至 2018年
11月30日

自 2019年
３月１日
至 2019年
11月30日

自 2018年
３月１日
至 2019年
２月28日

売上高 （千円） 37,424,106 38,329,214 50,214,626

経常利益 （千円） 3,555,645 4,387,769 4,659,890

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 2,327,271 2,781,060 2,789,762

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 2,395,389 2,568,962 2,678,085

純資産額 （千円） 30,227,202 30,564,950 30,505,402

総資産額 （千円） 42,025,709 44,107,886 42,803,068

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 72.90 87.11 87.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 71.3 68.7 70.7

 

回次
第37期

第３四半期連結
会計期間

第38期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自2018年
９月１日
至2018年
11月30日

自2019年
９月１日
至2019年
11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 23.09 27.29

　（注）１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

４　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において当社グループ（当社及び当社の関係会社、以下同じ。）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。

　主要な関係会社における異動については、次のとおりであります。

　2019年６月28日にインドでの新規出店を目指してアジア・大洋州三井物産株式会社との合弁会社、イチバンヤ

INDIA PRIVATE LIMITEDを設立しました。なお、イチバンヤINDIA PRIVATE LIMITEDは連結業績に与える影響が僅少

であるため、連結の範囲に含めておりません（関連会社 持分法非適用会社）。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前連結会計年度末の数値で比較を行ってお

ります。

（１）経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間（2019年３月１日～2019年11月30日）の経営成績は、売上高が383億29百万円（前年

同期比2.4％増）、営業利益は42億37百万円（同25.4％増）、経常利益は43億87百万円（同23.4％増）、親会社株

主に帰属する四半期純利益は27億81百万円（同19.5％増）となりました。

　売上高は、前年同期に対して９億５百万円の増収となりました。これは、2019年３月に価格改定を行った効果

や、海外子会社の売上が堅調に推移したこと等が主な要因であります。

　直営店とフランチャイズ店（以下、ＦＣ店という）を合計した国内店舗の売上の状況といたしまして、全店ベー

スの売上高は前年同期比0.8％増、既存店ベースの売上高は同0.6％増と堅調に推移いたしました。既存店の客数は

８月以降に発生した台風や豪雨の影響等により同1.5％減となった一方、客単価は価格改定の効果等により同2.1％

増となりました。

　利益面につきまして、ＦＣ向け商製品の価格改定効果や海外子会社の収益が伸びたこと等により営業利益、経常

利益、親会社株主に帰属する四半期純利益はいずれも前年同期を上回りました。

 

　国内店舗の売上高、客数、客単価の推移及び国内外の出店状況は、次のとおりであります。

「国内店舗売上高等推移表」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（前年同期比増減率、単位：％）

 第１四半期

（2019/３-５）

第２四半期

（2019/６-８）

第３四半期

（2019/９-11）
当第３四半期累計

 全店売上高 1.9 1.4 △0.9 0.8

 既存店売上高 1.5 1.2 △1.1 0.6

 　客数 0.0 △1.0 △3.4 △1.5

 　客単価 1.6 2.2 2.4 2.1
 

（注）店舗売上高は、直営店とＦＣ店の売上高を合計したものであります。

 

「国内業態別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：店）

 
①新規出店数 ②退店数 純増店舗数 2019年11月末店舗数

 内、直営  内、直営 ①-② 内、直営  内、直営

CoCo壱番屋 9 3 14 4 △5 △7 1,262 152

パスタ・デ・ココ 2 2 1 1 1 － 33 21

麺屋ここいち － － － － － － 4 4

にっくい亭 － － － － － － 2 2

合　　計 11 5 15 5 △4 △7 1,301 179
 

（注）直営店からＦＣ店への譲渡をCoCo壱番屋で11店舗、パスタ・デ・ココで１店舗、ＦＣ店から直営店への譲

受をCoCo壱番屋で５店舗実施いたしました。
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「海外国別出店状況」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：店）

展開

エリア

①新規

出店数
②退店数

純増

店舗数

①-②

2019年11月末

店舗数

中　国 7 5 2 48

イギリス － － － 1

台　湾 2 1 1 25

アメリカ（本土） － － － 4

香　港 － － － 9

タ　イ 5 － 5 32

韓　国 7 5 2 38

アメリカ（ハワイ） － － － 4

シンガポール － － － 4

インドネシア 1 － 1 7

マレーシア － － － 1

フィリピン － － － 9

ベトナム － － － 1

合　　計 22 11 11 183

（注）海外店舗は、当社とフランチャイズ契約を締結した現地法人等が、直営店ないしＦＣ店で展開しておりま

す。なお、中国、イギリス、台湾、アメリカ（本土）、及び香港の現地法人は、当社の連結子会社でありま

す。

 

　なお、当社グループは、飲食事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載

を省略しております。

 

（２）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は441億７百万円となり、前連結会計年度末比13億４百万円増加い

たしました。このうち流動資産は234億41百万円となり前連結会計年度末比６億50百万円増加いたしました。これ

は主に、決算月の営業日数の相違により売掛金が４億41百万円増加したこと等によるものであります。また固定資

産は206億66百万円となり、前連結会計年度末比６億54百万円の増加となりました。これは主に、ＰＯＳ入替に伴

う新規リース契約によりリース資産が10億96百万円増加したこと等によるものであります。

　当第３四半期連結会計期間末における負債は135億42百万円となり、前連結会計年度末比12億45百万円増加いた

しました。これは主に、上記リース資産の増加に伴い長期のリース債務が９億14百万円増加したこと等によるもの

であります。

　当第３四半期連結会計期間末における純資産は305億64百万円となり、前連結会計年度末比59百万円増加いたし

ました。自己資本比率は前連結会計年度末の70.7％から68.7％となっております。

 

(３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(４）研究開発活動

　特記すべき事項はありません。

 

(５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と

見通しについて重要な変更はありません。
 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 115,200,000

計 115,200,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2019年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2020年１月14日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 31,926,000 31,926,000

東京証券取引所

（市場第一部）

名古屋証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 31,926,000 31,926,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2019年９月１日～

2019年11月30日
― 31,926,000 ― 1,503,270 ― 1,388,470

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2019年８月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

2019年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

500

― ―

完全議決権株式（その他）
普通株式

31,920,400
319,204 ―

単元未満株式
普通株式

5,100
― ―

発行済株式総数 31,926,000 ― ―

総株主の議決権 ― 319,204 ―

 

②【自己株式等】

2019年11月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社壱番屋
愛知県一宮市三ツ井

六丁目12番23号
500 ― 500 0.00

計 ― 500 ― 500 0.00

 

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2019年９月１日から2019

年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年３月１日から2019年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,174,931 18,159,146

売掛金 2,741,082 3,182,390

商品及び製品 716,469 865,307

仕掛品 23,200 24,822

原材料及び貯蔵品 235,090 258,308

その他 900,446 951,344

流動資産合計 22,791,221 23,441,319

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 5,027,190 5,043,697

機械装置及び運搬具（純額） 930,015 804,360

土地 5,397,778 5,410,277

リース資産（純額） 379,791 1,476,177

その他（純額） 747,160 501,791

有形固定資産合計 12,481,936 13,236,304

無形固定資産   

のれん 65,373 47,395

その他 616,591 672,389

無形固定資産合計 681,965 719,785

投資その他の資産   

投資有価証券 874,996 688,582

繰延税金資産 910,871 870,776

差入保証金 4,851,938 4,827,363

その他 214,020 326,958

貸倒引当金 △3,881 △3,202

投資その他の資産合計 6,847,945 6,710,477

固定資産合計 20,011,847 20,666,567

資産合計 42,803,068 44,107,886
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2019年11月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 2,369,524 2,516,922

未払金 1,426,838 1,606,343

未払法人税等 752,490 549,606

賞与引当金 308,660 176,611

株主優待引当金 89,509 71,622

その他 468,503 809,736

流動負債合計 5,415,526 5,730,842

固定負債   

リース債務 307,152 1,221,947

債務保証損失引当金 1,654 －

退職給付に係る負債 760,076 804,459

長期預り保証金 5,298,571 5,275,726

資産除去債務 456,611 453,327

その他 58,074 56,631

固定負債合計 6,882,139 7,812,093

負債合計 12,297,666 13,542,935

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,503,270 1,503,270

資本剰余金 1,388,470 1,388,470

利益剰余金 26,998,387 27,257,337

自己株式 △1,602 △1,810

株主資本合計 29,888,524 30,147,266

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 394,459 264,901

為替換算調整勘定 12,062 △112,112

退職給付に係る調整累計額 △32,583 △15,367

その他の包括利益累計額合計 373,938 137,421

非支配株主持分 242,938 280,262

純資産合計 30,505,402 30,564,950

負債純資産合計 42,803,068 44,107,886
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年３月１日
　至　2018年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年11月30日)

売上高 37,424,106 38,329,214

売上原価 20,586,470 19,991,271

売上総利益 16,837,635 18,337,943

販売費及び一般管理費 13,458,621 14,100,412

営業利益 3,379,014 4,237,530

営業外収益   

受取利息及び配当金 48,600 13,300

受取家賃 551,496 566,562

その他 60,288 67,049

営業外収益合計 660,385 646,912

営業外費用   

支払利息 4,865 12,287

賃貸費用 459,185 463,984

その他 19,703 20,400

営業外費用合計 483,754 496,672

経常利益 3,555,645 4,387,769

特別利益   

店舗売却益 128,541 37,128

受取補償金 36,903 －

その他 4,537 133

特別利益合計 169,983 37,261

特別損失   

固定資産除却損 29,676 93,454

減損損失 241,164 187,972

その他 3,760 10,256

特別損失合計 274,600 291,683

税金等調整前四半期純利益 3,451,028 4,133,347

法人税、住民税及び事業税 1,038,053 1,232,045

法人税等調整額 76,199 87,698

法人税等合計 1,114,253 1,319,743

四半期純利益 2,336,775 2,813,604

非支配株主に帰属する四半期純利益 9,503 32,544

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,327,271 2,781,060
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2018年３月１日
　至　2018年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年３月１日
　至　2019年11月30日)

四半期純利益 2,336,775 2,813,604

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 98,363 △129,557

為替換算調整勘定 △51,501 △132,300

退職給付に係る調整額 11,752 17,215

その他の包括利益合計 58,614 △244,642

四半期包括利益 2,395,389 2,568,962

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 2,386,746 2,544,543

非支配株主に係る四半期包括利益 8,643 24,418
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 
 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示しております。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

 １ 保証債務

 
前連結会計年度
（2019年２月28日）

当第３四半期連結会計期間
（2019年11月30日）

加盟店の金融機関借入の保証 282,121千円 242,518千円

 

　また、上記以外に加盟店の不動産

賃貸借契約について、１件の家賃の

債務保証を行っております。

　また、上記以外に加盟店の不動産

賃貸借契約について、１件の家賃の

債務保証を行っております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期連結

累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む）、のれんの償却額は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年３月１日
至 2018年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年３月１日
至 2019年11月30日）

減価償却費 847,275千円 1,031,822千円

のれん償却額 16,615千円 15,980千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年３月１日　至　2018年11月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2018年５月28日

定時株主総会
普通株式 1,277,018 40 2018年２月28日 2018年５月29日 利益剰余金

2018年10月５日

取締役会
普通株式 1,245,093 39 2018年８月31日 2018年11月16日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年３月１日　至　2019年11月30日）

配当に関する事項

　配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年５月29日

定時株主総会
普通株式 1,245,093 39 2019年２月28日 2019年５月30日 利益剰余金

2019年10月４日

取締役会
普通株式 1,277,016 40 2019年８月31日 2019年11月15日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　　前第３四半期連結累計期間（自　2018年３月１日　至　2018年11月30日）及び当第３四半期連結累計期間　

（自　2019年３月１日　至　2019年11月30日）

 

当社グループは、飲食事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年３月１日
至　2018年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年３月１日
至　2019年11月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 72円90銭 87円11銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 2,327,271 2,781,060

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（千円）
2,327,271 2,781,060

普通株式の期中平均株式数（千株） 31,925 31,925

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　　2019年10月４日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

　(イ）配当金の総額………………………………………1,277,016千円

　(ロ）１株当たりの金額…………………………………40円00銭

　(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2019年11月15日

　（注）2019年８月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年１月10日

株式会社壱番屋

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 今泉　誠　　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 増見　彰則　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社壱番屋

の2019年３月１日から2020年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2019年９月１日から2019年11月30

日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年３月１日から2019年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわ

ち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行っ

た。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社壱番屋及び連結子会社の2019年11月30日現在の財政状態及び

同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点

において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管

しております。

　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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